
 2021 年度事業報告について  

 

Ⅰ．法人の概要 

 

１．名称等 

公益社団法人日本造園学会 

英文表記：Japanese Institute of Landscape Architecture 

設 立 等：大正 14 年 4 月 14 日社団法人日本造園学会設立 

平成 24 年 4 月 1 日公益社団法人へ移行 

 

２．主たる事務所の所在地 

東京都渋谷区神南１丁目 20 番 11 号 

 

３．会員 

会員種別 員 数 増減(△)数 

本年度末現在 

(2022.3.31 現在) 

前年度末現在 

(2021.3.31 現在) 

名誉会員 24 24 0 

正会員 2,092 2,099 △7 

準会員 5 2 3 

賛助会員 61 63 △2 

購読会員 90 95 △5 

計 2,272 2,283 △11 

 

４．会費 

正会員 12,000 円，正会員（大学院生）9,000 円，準会員（学部生）3,000 円， 

賛助会員 1 口 18,000 円，購読会員 1 口 12,000 円 

 

５．執行体制 

理事の数：20 人（非常勤） 

監事の数： 3 人（非常勤） 

職員の数： 3 人（常 勤） 

 

６．公益目的事業 

造園に関する調査研究，出版，講習・研修，専門教育推進・評価，表彰を通じて，造園に関す

る学術および技術の進歩をはかり社会の発展に貢献する事業  

 

７．収益事業等 

なし 

 

  



Ⅱ．事業の状況 

 

１．調査研究事業 

（１）一般研究 

・ 研究推進委員会として，生態工学研究推進委員会，風景計画研究推進委員会，パークマネジメン

ト研究推進委員会，グリーンインフラ研究推進委員会，都市公園リノベーション計画技法研究

推進委員会，日本庭園のこころとわざ研究推進委員会を組織し，社会的要請に対応するための

個別テーマによる研究を推進した。 

・ これらの成果は，機関誌への掲載（出版事業）や全国大会における研究集会（講習・研修事業）

等において公表した。 

（２）特別研究 

・ ランドスケープ遺産インベントリー作成を継続して進め，各支部において関連する情報収集と

調査研究活動を行った。 

 

２.出版事業 

（１）機関誌「ランドスケープ研究」 

・ 機関誌「ランドスケープ研究」第 85 巻第 1 号～第 4 号を編集，刊行した。 

・ 記事の内容は，全国大会関連記事，特集企画に加え，各種の連載記事，学会からの連絡事項等と

した。 

・ 特集企画のテーマは，「復興祈念公園」（第 85 巻第 1 号），「循環・共生による地域の自立」（第

85 巻第 2 号），「COVID-19 は空間や緑に変化をもたらすのか」（第 85 巻第 3 号），「実践的なみど

り」（第 85 巻第 4 号）とした。 

・ 連載記事としては，「これからのランドスケープの仕事」（第 85 巻 2 号，3 号，4 号），「生きも

の技術ノート」（第 85 巻 1 号，2 号，3 号，4 号），「社会連携の最前線から」（第 85 巻 1 号，2

号，3 号）を掲載した。 

・ 刊行作業では，造園に係わる研究者，実務者から構成される編集委員会を組織し，造園学術およ

び技術に係わる各号のテーマや執筆者等を選定した。 

・ 第 86 巻第 4 号までに掲載する特集企画および連載企画内容，執筆者等を検討した。 

（２）同研究発表論文集 

・ 造園に関する会員の優れた研究論文を掲載した研究発表論文集をランドスケープ研究第 85巻第

5 号として刊行した。研究発表論文集への掲載が決定した論文の第一著者は，全国大会（講習・

研修事業）においての発表が義務づけられる。 

・ 論文集の刊行作業では，造園に係わる研究者から構成される論文集委員会を組織し，規程にし

たがって投稿された論文を審査して，学術的水準を評価し，論文集への掲載の可否を決定した。 

（３）同オンライン論文集 

・ 造園に関する会員の優れた研究論文，短報を科学技術振興機構（JST）が運営する「科学技術情

報発信・流通総合システム」（J-STAGE）で，オンライン論文集第 14 巻を電子ジャーナルとして

刊行し，公開した。 

・ 論文集の刊行作業では，造園に係わる研究者から構成される論文集委員会を組織し，年 3 回募

集を行い，規程にしたがって投稿された論文等を審査して，学術的水準を評価し，論文集への掲

載の可否を決定した。 

（４）ランドスケープ研究増刊作品選集 

・ 会員による優れた造園作品に関する報告を掲載した「ランドスケープ研究増刊作品選集（No.16）

2022」を刊行した。 



・ 造園に係わる研究者や実務者から構成される作品選集委員会および作品選集刊行委員会を組織

し，応募された作品についての書類審査，現地審査，掲載作品の選考，作品原稿の確認，編集方

針の決定等を行った。 

（５）ランドスケープ研究増刊技術報告集 

・ 会員による優れた造園技術に関する報告を掲載する技術報告集について，オンライン化の検討

を行った。そのために，造園に係わる研究者や実務者から構成される技術報告集委員会を組織

した。 

（６）Urban and Regional Planning Review（URPR） 

・ 都市・地域計画に関する会員の優れた研究論文（英文）を科学技術振興機構（JST）が運営する

「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE）で電子ジャーナルとして刊行し，公開した。 

・ 刊行作業では，都市・地域計画等に係わる研究者から構成される論文集委員会を，日本都市計画

学会および日本計画行政学会と連携して組織し，規程にしたがって投稿された論文を審査し，

学術的水準を評価し，論文集への掲載の可否を決定した。 

（７）Landscape and Ecological Engineering（LEE） 

・ 国際誌 LEE（Landscape and Ecological Engineering）の国際コンソーシアム（ICLEE）へ参画

し，刊行・編集に関わる活動を行った。 

（８）その他 

・ その他，調査研究事業等に係わる出版物等を刊行した。 

 

３．講習・研修事業 

（１）全国大会 

・ 2021 年度全国大会を，2021 年 5 月 21 日（金）～23 日（日）に当学会ホームページの特設サイ

トによる Web 配信にて，教育者，研究者，実務者，学生，市民等を広く対象とし，公開シンポジ

ウム，ポスターセッション，ミニフォーラム，研究推進委員会フォーラム，研究発表会，日本造

園学会賞等表彰，企画展示等を開催した。3 日間にわたる全国大会の参加者は，総数 576 名を数

えた。 

・ 5 月 21 日（金）は，学生公開デザインコンペ「Millennium Memorial Place 〜風景として継承

する災害の記憶」の一次審査選考作品 12 組を対象とした二次審査会をオンライン公開にて開催

した。二次審査会後，入賞作品は大会特設サイトに掲載した。 

・ 5 月 22 日（土）は，定時社員総会の他に，2020 年度日本造園学会賞等の発表ならびに表彰，学

生公開デザインコンペの表彰，公開シンポジウム「Think Global. Act Local 3.11 ポスト 10

年 自然に向き合うランドスケープ」，オンライン交流会を開催した。 

・ 5 月 23 日（日）は，研究発表会（3 セッション各 5 会場・49 件），ミニフォーラム（9 テーマ），

研究推進委員会フォーラム（2 テーマ）を開催した。 

・ ポスターセッション（52 件，PDF 掲載），大会企画展示（URL リンク出展 12 件，ポスター(PDF)

出展 4件），エクスカーション見学先紹介資料(エクスカーションの現地開催は中止)については， 

5 月 21 日（金）～30 日（日）の期間，大会特設サイトに掲載した。 

・ 全国大会の成果は，機関誌等（出版事業）にも掲載し，公表した。 

・ その他，2022 年度全国大会の企画・運営の準備等を行った。  

（２）支部大会 

・ 2021 年度支部大会を，北海道，東北，関東，中部，関西，九州の各支部において開催した。広

く教育者，研究者，実務者，市民，学生を対象にした見学会，公開シンポジウム，フォーラム，

研究発表会，ポスター展示等を実施した。 

・ 北海道支部大会を，2021 年 10 月 16 日（土）に新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から Web



形式にて開催した。プログラムは，研究・事例報告口頭発表およびポスター発表，基調講演，シ

ンポジウム，定時支部総会であった。このうち研究・事例報告（口頭発表 7 件，ポスター発表 26

件）では優秀な発表に対して表彰を行った。 

・ 東北支部大会を，2021 年 10 月 23 日（土）～24 日（日）に，置賜文化ホール「伝国の杜」（山形

県米沢市）にて対面とオンライン（ZOOM）のハイブリッド形式で開催した。「農村の風景～山形

県置賜地域の暮らしとランドスケープ」を大会テーマとし，研究・事例発表会（ポスター発表 3

件），シンポジウム，エクスカーション等を行った。 

・ 関東支部大会を，2021 年 12 月 18 日(土)に，Web 形式にて開催した。事例・研究発表会（口頭

発表 50 件，ポスター発表 40 件），学生デザインワークショップサマースタジオ 2021「「郊外 2.0」

森林文化都市･飯能の新たな暮らしを提案し，山・川・街の結び目をつくる」の成果発表会を開

催した。また，研究・事例発表会では優秀な発表に対して表彰を行った。 

・ 中部支部大会を，2021 年 12 月 5 日（日）に，Web 形式にて開催した。研究・事例発表会（口頭

発表 13 件，ポスター発表 8 件），公開シンポジウム「中部から考えるグリーンインフラ―グリ

ーンリカバリーの好機を活かすために―」を実施した。ポスター発表は 2 日から 10 日に公開等

が行われた。また，研究・事例発表会では優秀な学生発表に対して表彰を行った。 

・ 関西支部大会を，2021 年 10 月 30 日（土）～31 日（日）に Web 形式にて開催した。研究・事例

発表会（口頭発表 22 件，ポスター発表 16 件），オンライン講演会・討論会“「京（みやこ）の雨

庭」都市環境の向上とグリーンインフラの活用に向けた古都京都の取り組み”を開催した。ま

た，研究・事例発表会では優秀な発表に対して表彰を行った。 

・ 九州支部大会を，2021 年 11 月 20 日（土）に Web 併用形式にて開催した。「災禍を乗り越えてき

た九州のランドスケープ」を大会テーマとして，研究・事例発表会（口頭発表 14 件，ポスター

発表 28 件），公開シンポジウム，学生交流企画を開催した。また，研究・事例発表会では優秀な

発表に対して表彰を行った。 

（３）日中韓国際ランドスケープ専門家会議・国際シンポジウム 

・ 第 17 回中日韓国際ランドスケープ専門家会議・国際シンポジウムを，中国風景園林学会，韓国

造景学会と共同で，2021 年 10 月 22 日（金）～23 日（土）に北京市内のホテルを主会場とし，

中国国内の行動制限区域，韓国，日本から Zoom ミーティングにより参加するハイブリッド形式

で開催した。「文化遺産と自然遺産」をメインテーマとし，シンポジウム，話題提供，3 学会長

会議等を開催した。 

 

４．専門教育推進・評価事業 

（１）JABEE 認定審査 

・ 造園関連分野の大学等における実務者養成の支援，促進のための JABEE（日本技術者教育認定機

構）の認定審査・認定継続審査の受審，審査申請予定校の支援として，審査員の育成等に関する

情報収集および情報提供を行った。 

（２）環境・造園系専門職大学院認証評価 

・ 2021・2022 年度の環境・造園系専門職大学院認証評価機関の役員変更に伴い，学校教育法第 110

条第 5 項の規定に基づき，2022 年 2 月 22 日に文部科学大臣に届け出を行った。また，2017 年

12 月 1 日付で申請のあった，受審校への環境・造園分野の専門職大学院認証評価事業（5 箇年

事業）について，2022 年 3 月 31 日をもって終了した。 

（３）造園 CPD 制度(継続教育制度)の運営 

・ 造園CPD制度に関して，会員登録，実施記録登録，実施記録登録証明書の申請，プログラム認定

申請等の各種システムの運営，ならびに実施記録登録証明書の発行，認定プログラムの情報提

供，各種問い合わせ等を行った。 



・ 造園CPD会員の入退会や会員区分異動の対応，会員証の発行を行い，2021年度末の会員登録者数

は7,428人（前年度7,204人）となった。 

・ 2021 年度に申請・認定された認定プログラムの総件数は 318 件（一括認定含む）となった。 

・ 造園 CPD 登録実施記録審査委員会および造園 CPD 推進委員会登録実施記録審査検討（エビデン

ス）部会において，登録実施記録証明書の発行申請のあった記録を対象に，記録内容および証拠

資料について審査を行った。2021 年度では，714 件（再審査含む）の審査を行った。 

・ その他，造園CPD制度ホームページ等による広報・普及活動を行った。また，昨年に引き続き建

設系CPD協議会の会長ならびに運営事務局業務を行い，日本技術士会CPD活動関係学協会連絡会

に加盟し，関連団体との情報収集・交換等を実施した。 

 

５．表彰事業 

（１）日本造園学会賞・奨励賞・上原敬二賞・田村剛賞 

・ 造園に関する学術，技術および芸術の進歩をはかるため，造園に関し特に優秀な業績をあげた

会員・組織に，研究論文，技術，設計作品，事業・マネジメントの 4 部門からなる「日本造園学

会賞」を授与した。また各部門に「奨励賞」を設けて授与した。加えて，造園の分野において著

述，教育あるいはその他広範な社会活動を通じて造園の進歩・発展ならびに啓蒙に多大な貢献

をしたと認められる者に「上原敬二賞」を授与した。また，自然公園および自然保護分野におけ

る研究論文，設計作品において優れた業績をあげ，当該分野の進歩，発展ならびに普及啓発に顕

著な貢献をした者，ないしは著作，技術，事業・マネジメントにおいて優れた業績をあげ，当該

分野の進歩，発展ならびに啓蒙に顕著な貢献をした者もしくは団体・組織に「田村剛賞」を授与

した。 

・ いずれも識見の高い研究者及び実務者から構成される学会賞選考委員会が，規程にしたがって

審査選考を行った。2020 年度に審査選考された授賞候補者について，理事会にて審議・決定し，

全国大会において表彰した。日本造園学会賞の内訳は，研究論文部門は該当者なし，著作部門 1

件，設計作品部門 1 件，技術部門は該当者なし，事業・マネジメント部門 2 件，同奨励賞は研究

論文部門 1 件，著作部門は該当者なし，設計部門 1 件，技術部門 1 件，事業・マネジメント部

門は該当者なしであった。また，上原敬二賞は 2 件，田村剛賞は 1 件であった。 

・ 2021 年度表彰の各賞の選考審査を行った。 

（２）その他 

・ 若手研究者の支援と学術研究活動の活性化を図るために，全国大会における「学生公開デザイ

ンコンペティション」，「全国大会ベストペーパー賞」，支部における各種表彰等を実施した。特

定の課題に対する計画・設計作品，論文・発表等について，識見の高い専門家から構成される審

査委員会を設けて審査する形式をとった。 

 

６．その他 

・ 2025 年の学会創設 100 周年記念事業に向けて専門委員会を設置し，必要な準備を開始した。 

・ 収益規模に応じた会員サービスを提供するため，データ分析機能の強化に努めた。  

・ 学会の公益事業に関する情報の発信や会員サービスの向上等に資するために，学会ホームペー

ジの運用の改善を図った。  



Ⅲ．役員等に関する事項 

１．役員 

役 名 氏 名 
就 任 
年月日 

担当 
職務 

手
当 

職  名 
(2022.3.31 現在) 

理事・会 長 小野 良平 2007. 5.19 総括 無 立教大学観光学部教授 

理事・副会長 荻野 淳司 2015. 5.23 
総務・支部・ 

専門職 
無 アゴラ造園株式会社代表取締役社長 

理事・副会長 柳井 重人 2009. 5.23 
学会賞・校閲・ 
JABEE・専門職 

無 千葉大学大学院園芸学研究科教授 

理 事 加我 宏之 2015. 5.23 総務・専門職 無 
大阪府立大学大学院生命環境科学研究科
教授 

理 事 阿部 伸太 2021. 5.22 企画・支部 無 東京農業大学地域環境科学部准教授 

理 事 大久保 悟 2019. 5.24 学術 無 
農研機構農業環境研究部門 
グループ長補佐 

理 事 大黒 俊哉 2009. 5.23 
編集・校閲・ 

作品選集 
無 東京大学大学院農学生命科学研究科教授 

理 事 篠沢 健太 2015. 5.23 社会連携 無 工学院大学建築学部教授 

理 事 赤澤 宏樹 2019. 5.24 論文集・校閲 無 兵庫県立大学自然・環境科学研究所教授 

理 事 金子 隆行 2019. 5.24 作品選集・CPD 無 株式会社ライフ計画事務所代表取締役 

理 事 金岡 省吾 2009. 5.23 財務 無 熊本大学熊本創生推進機構教授 

理 事 愛甲 哲也 2021. 5.22 企画・支部 無 北海道大学大学院農学研究院准教授 

理 事 則久 雅司* 2021. 5.22 企画・専門職 無 環境省自然環境局野生生物課長 

理 事 井原  縁 2019. 5.24 学術 無 奈良県立大学地域創造学部教授 

理 事 木下  剛 2021. 5.22 編集・社会連携 無 千葉大学大学院園芸学研究院准教授 

理 事 五十嵐康之* 2021. 5.22 
編集・学会賞・ 

専門職 
無 国土交通省都市局公園緑地・景観課長 

理 事 伊藤  弘 2021. 5.22 
論文集・校閲・ 

学会賞 
無 

筑波大学大学院人間総合科学研究科 
准教授 

理 事 入江 彰昭 2019. 5.24 作品選集・CPD 無 東京農業大学地域環境科学部教授 

理 事 村上 修一 2021. 5.22 
技術報告集・ 

社会連携 
無 滋賀県立大学環境科学部教授 

理 事 大道 和彦 2019. 5.24 
技術報告集・ 

専門職 
無 東京都建設局東部公園緑地事務所長 

監 事 加藤 友規 2013. 5.25 監査 無 
京都芸術大学大学院日本庭園分野教授 
植彌加藤造園株式会社代表取締役社長 

監 事 三島 孔明 2017. 5.20 監査 無 千葉大学大学院園芸学研究科准教授 

理 事 渡辺 貴史 2017. 5.20 監査 無 
長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科
教授 

※理事の就任年月日は新任の際の就任年月日である。 

※表中*は「公益法人の設置許可及び指導監督基準」および「同運用指針」に該当する国家公務員出身者である。 



２．支部長 

支 部 役名 氏 名 
就 任 
年月日 

職  名 
(2022.3.31 現在) 

北海道 支部長 愛甲 哲也 2021. 4. 1 北海道大学大学院農学研究院准教授 

東 北 支部長 岡本 一郎 2018. 4. 1 仙台市建設局理事 

関 東 支部長 阿部 伸太 2018. 4. 1 東京農業大学地域環境科学部准教授 

中 部 支部長 大窪久美子 2021. 4. 1 信州大学農学部教授 

関 西 支部長 田中  康 2020. 4. 1 株式会社ヘッズ代表取締役 

九 州 支部長 平岡 直樹 2021. 4. 1 南九州大学環境園芸学部教授 

３．幹事 

役名 氏 名 
就 任 
年月日 

担当職務 
職  名 

(2022.3.31 現在) 

幹 事 松尾  薫 2021.6.26 総 務 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科助教 

幹 事 赤間いづみ 2021.6.26 企 画 カワバタ書店 

幹 事 小田 龍聖 2021.6.26 学 術 
森林研究・整備機構森林総合研究所 
主任研究員 

幹 事 新保奈穂美 2021.6.26 編 集 
兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジメント 
研究科講師 

幹 事 武  正憲 2021.6.26 編 集 筑波大学芸術系准教授 

幹 事 飯田 義彦 2021.6.26 社会連携（国際） 筑波大学芸術系准教授 

幹 事 高橋 大樹 2021.6.26 社会連携（防災） 株式会社ランドスケープデザイン 

幹 事 浦﨑 真一 2019.6.29 社会連携(社会連携) 大阪芸術大学芸術学部准教授 

幹 事 湯淺かさね 2021.6.26 学会賞 千葉大学大学院工学研究院助教 

幹 事 雨宮  護 2021.6.26 論文集・校閲 筑波大学システム情報系准教授 

幹 事 張  平星 2021.6.26 論文集・校閲 東京農業大学地域環境科学部助教 

幹 事 水内 佑輔 2018.6.18 
論文集(オンライン) 

・校閲 東京大学大学院農学生命科学研究科助教 

幹 事 西垣 和真 2021.6.26 作品選集 株式会社三菱地所設計 

幹 事 貫名  涼 2021.6.26 技術報告集 京都大学大学院地球環境学堂助教 

幹 事 清水 一樹 2021.6.26 技術報告集 株式会社清水造園 

幹 事 熊崎 理仁 2021.6.26 
CPD 推進・ 

CPD 登録記録審査 
日本造園学会事務局 

幹 事 岩崎 哲也 2019.8.31 
CPD プログラム

認定 
兵庫県立大学大学院 
緑環境景観マネジメント研究科准教授 

幹 事 尾山 真一 2021.6.26 財務 富山大学地域連携推進機構准教授 

４．職員 

職 務 氏 名 就任年月日 担当職務 備 考 

事 務 長 久住 悦子 2009.10. 1 事 務 常 勤 

事務職員 芹田 留美 1995. 4. 1 事 務 常 勤 

事務職員 熊崎 理仁 2020. 4. 1 事 務 常 勤 

 


